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１．基礎調査 

  経営戦略策定において、人口推移や整備計画等について、「まんのう町流域関連特定環境保全公

共下水道事業計画」、「まんのう町生活排水処理構想」、「令和６年度決算統計」等を確認し、基本

事項について整理を行った。 

 

表 1① 経営戦略改定の概要 

 

 

1-1．事業の現況 

① 施設 

表 1-1① 施設概要 

 

 

●広域化・共同化・最適化実施状況 

平成 30 年度に、一部供用開始から現在に至るまで変化がなく田畑が多く残存し家屋が少な

く散在している地域があったことから、全体計画を見直し区域を縮小した。令和 3 年度にま

んのう町汚水処理施設整備構想を策定し、農業集落排水処理施設と下水道の統合について検

討を行った。これに基づいて、今後は処理場の更新時期までに公共下水道への接続を検討し

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

事業（セグメント）名 特定環境保全公共下水道事業

農業集落排水処理事業

経営戦略改定年月 令和8年3月

計画期間 令和8年度～令和17年度

項目
特定環境保全

公共下水道事業
農業集落排水処理事業

供用開始年度 平成5年度 平成10年度

法適（全部・一部）の区分 一部適用 一部適用

処理区域内人口密度 4.9人/ha 12.3人/ha

流域下水道等への接続の有無 有 無

処理区数 1（金倉川処理区） 1（片岡西地区）

処理場数 無
1（長炭中部

クリーンセンター）
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② 使用料 

    

表 1-1② 下水道使用料の使用料体系 

（特定環境保全公共下水道事業） 

 

 

    特定環境保全公共下水道事業のその他の使用料体系について、認定水量（ただし、井戸水

を使用しているものに限る）。世帯人数（人）により下水道使用量及び使用料金を認定し、そ

の金額に消費税相当額を加えた額とする(ただし 1 円未満の端数は切り捨てる)。 

 

表 1-1③ 下水道使用料の使用料体系 

（農業集落排水処理事業） 

 

 

    農業集落排水処理事業のその他の使用料体系について、集会施設等の営業の用に供さず日

常生活を営んでいない建物は、使用料を徴収しない。 

 

 

 

 

 

 

汚水量 使用料（円） 汚水量 使用料（円）

11㎥から30㎥まで 120

31㎥から50㎥まで 140

51㎥から100㎥まで 160

101㎥以上 170

1,501㎥から2,500㎥まで 240

2,501㎥から5,000㎥まで 270

5,001㎥以上 300

公園汚水 1,500㎥まで 330,000

区分
基本料金（月額） 従量料金（1㎥当たり）

一般汚水 10㎥まで 1,070

基本料金 人員割料金

一般用 1世帯につき　1,905円 世帯員1人につき　286円 一般世帯

一般営業用 1世帯につき　3,810円 世帯員数に営業に係る使用人員　191円 一般世帯と業務用とに区分し難い世帯

業務用 1世帯につき　3,810円 使用人員1人につき　191円 事業所、事務所

公共用 1世帯につき　3,810円
使用人員1人につき　191円
使用人員に依りがたい場合は基本料金のみ 幼稚園、学校、公民館等

その他 集会施設等の営業の用に供さず日常生活を営んでいない建物は、使用料を徴収しない。

区分
使用料（月額）

適用範囲
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③ 組織 

損益勘定所属職員１名、資本勘定所属職員１名で運営している。 

 

図 1-1④ 組織図イメージ 

 

 

 

1-2．民間活力の活用等 

マンホールポンプ施設の点検・清掃・緊急時の対応等の維持管理業務、使用料徴収業務等を

民間委託している。 
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２．経営の現状分析 

 

2-1．経営比較分析表を活用した現状分析 

令和７年度に作成した、令和６年度決算の経営比較分析表を添付している。令和６年度から

法適用をしているため、グラフの指標は令和 6 年度のものしかない。 

 

2-1-1．特定環境保全公共下水道事業 

特定環境保全公共下水道事業は、単年度の経営成績を示す経常収支比率は 100%を超えてい

るが、汚水処理費を使用料で賄えているかの指標である経費回収率は 100%を下回っている。 

本町の下水道は、供用開始から約 30 年が経過し、修繕の時期に入ってきていると感じてい

る。これまでは、施設が比較的新しかったこともあり、大きな修繕は少なかったが、今後は

徐々に修繕費用が増えると考えられることから、経営はさらに厳しくなると予想される。 

収入の面では、支出に対して収入が足りておらず、一般会計からの繰入によって経営して

いる状態である。今後の支出増を踏まえて、収入改善の必要があると考えている。 

 

2-1-2．農業集落排水処理事業 

特定環境保全公共下水道事業は、単年度の経営成績を示す経常収支比率は 100%を超えてい

るが、汚水処理費を使用料で賄えているかの指標である経費回収率は 100%を下回っている。 

    今後は収入の減少・修繕費用の増加が予想され、経営は厳しい状況である。計画的な維持

修繕によりコストを削減するとともに、収入増加の取組も必要である。下水道への接続につ

いても検討し、機能を維持していく必要がある。 
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３．将来の事業環境の把握 

現状を踏まえ、計画期間における将来の処理区域内人口、有収水量、使用料収入の予測を行っ

ている。予測にあたっては、「まんのう町生活排水処理構想」の将来水洗化人口等を基準にしてい

る（生活排水処理構想では、「国立社会保障・人口問題研究所（以下、社人研）」の「将来推計人

口」を基準に算定している）。また、施設、組織の見通しは概要を整理している。 

 

3-1．処理区域内人口の予測 

 

図 3-1① 処理区域内人口の予測（特定環境保全公共下水道事業） 

 

 

 

表 3-1① 処理区域内人口の予測（特定環境保全公共下水道事業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：⼈）
項⽬ R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

処理区域内⼈⼝ 2,686 2,686 2,675 2,663 2,632 2,578 2,523 2,469 2,414 2,360 2,305 2,282 2,259 2,235 2,212 2,166
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図 3-1② 処理区域内人口の予測（農業集落排水処理事業） 

 

 

表 3-1② 処理区域内人口の予測（農業集落排水処理事業） 

 

 

3-2．有収水量の予測 

有収水量について、処理区域内人口予測から、年間処理水量を算定し、各年度の見込みの有

収率を乗じた数値を有収水量としている。 

特定環境保全公共下水道事業の有収率について、令和 6年度まんのう町流域関連特定環境保

全公共下水道事業計画より、量水器の設置や誤接続の改善等により、計画期間内に 90.3%となる

目標としている。ただし、まんのう公園に係る水量については人口の影響を受けないものと考

え、過年度の平均値としている。 

農業集落排水処理事業について、有収率 100%を維持するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：⼈）
項⽬ R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

処理区域内⼈⼝ 460 472 467 460 443 442 432 423 414 404 400 391 387 383 379 370
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図 3-2① 有収水量等の予測（特定環境保全公共下水道事業） 

 

 

 

表 3-2① 有収水量等の予測（特定環境保全公共下水道事業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：⼈）
項⽬ R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

⽔洗化⼈⼝ 2,112 2,086 2,129 1,921 1,909 1,908 1,906 1,902 1,896 1,889 1,867 1,878 1,889 1,898 1,907 1,891
有収⽔量(千㎥) 304 306 299 291 294 300 303 306 309 311 312 317 318 320 321 319
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図 3-2② 有収水量等の予測（農業集落排水処理事業） 

 

 

表 3-2② 有収水量等の予測（農業集落排水処理事業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：⼈）
項⽬ R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

⽔洗化⼈⼝ 392 372 401 368 361 364 359 355 351 345 346 342 342 342 343 336
有収⽔量(千㎥) 41 39 41 42 35 35 35 34 34 33 34 33 33 33 33 33
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3-3．使用料収入の見通し 

使用料収入について、有収水量に令和 6 年度の使用料単価を乗じた数値を使用料収入として

いる。 

図 3-3① 使用料収入の予測（特定環境保全公共下水道事業） 

 

 

表 3-3① 使用料収入の予測（特定環境保全公共下水道事業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：千円）
項⽬ R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

下⽔道使⽤料 45,606 44,575 43,757 36,833 44,435 45,317 45,803 46,244 46,638 47,006 47,030 47,800 48,054 48,261 48,468 48,100
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図 3-3② 使用料収入の予測（農業集落排水処理事業） 

 

 

表 3-3② 使用料収入の予測(農業集落排水処理事業） 

 

 

3-4．施設の見通し 

下水道整備は概成しており、計画期間内は施設の維持管理を中心に行っていく見込みであ

る。 

 

3-5．組織の見通し 

現状の組織体制を維持するものとする。 

  

（単位：千円）
項⽬ R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

下⽔道使⽤料 5,482 5,315 5,270 4,319 5,154 5,008 5,125 5,068 5,011 4,926 4,940 4,883 4,883 4,883 4,897 4,797
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４．経営の基本方針の検討 

本町の特定環境保全公共下水道事業は、平成 3 年 2 月（旧満濃町）、平成 6 年 1 月（旧仲南町）

に中讃流域関連公共下水道事業として新規認可を受けた。さらに平成 8 年 2 月、平成 11 年 7 月

（旧満濃町）、平成 9 年 10 月（旧仲南町）に事業区域の拡大、計画目標年次の延伸を行った。そ

の後、満濃町、仲南町の合併によりまんのう町が誕生し、平成 19 年 3 月に事業認可を受けてい

る。その後、平成 24 年度、平成 27 年度および平成 30 年度に事業計画区域を拡大し 539.79ha と

した。令和 6 年度に、上位計画である「備讃瀬戸海域流域別下水道整備総合計画 平成 31 年 3

月」に基づき、全体計画の見直しを行った上で、それに合わせて事業計画を変更した。少子高齢

化等による人口減少や社会情勢の変化を考慮し、計画人口、汚水量原単位および計画汚水量等を

見直し、公共用水域の水質保全と本町の健全な発展と公衆衛生の向上に寄与することを目的とし

ている。 

 

  農業集落排水処理事業については、農業集落排水処理区域における水質悪化を防止し、豊かな

自然環境を維持するための健全な経営に努め、農業集落排水処理区域住民の安心・安全な生活の

確保を図る。 

・農業集落排水処理施設の維持管理に不可欠な財政基盤維持のため、農業集落排水使用料の

100％徴収を目指し、財政基盤の強化に努める。 

・少子高齢化や人口減少等の厳しい社会情勢を迎えている状況において、限られた財源の中で

のサービスを持続するため、修繕や委託は必要最小限の範囲にとどめて経費の抑制に努めな

がら、将来の下水道事業との統合も見据えた堅実で効率的な経営を目指す。 

 

4-1．経営に係る目標等（特定環境保全公共下水道事業） 

特定環境保全公共下水道事業の令和６年度の経費回収率は 60.85％となっている。計画期間

内に、人口減少、物価上昇といった厳しい経営環境下における収入減少、及び費用増加が見

込まれるが、有収率や水洗化率の向上を図り経費回収率 64%以上を目標とする。経常収支比率

については、令和６年度で 100%を超えているため、計画期間内は 100%維持を目標とする。 

 

4-2．経営に係る目標等（農業集落排水処理事業） 

農業集落排水処理事業の令和６年度の経費回収率は 46.69％となっている。計画期間内に、

人口減少、物価上昇といった厳しい経営環境下における収入減少、及び費用増加が見込まれ

る中、経費回収率 30%以上は維持することを目標とする。経常収支比率については、令和６年

度で 100%を超えているため、計画期間内は 100%維持を目標とする。 
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５．投資・財政計画の策定 

 

5-1．収支計画について 

   収支計画に係る総務省様式の投資・財政計画（収支計画）及び主な経営指標について、以下

に添付する。なお、詳細な収支計画については、別紙参照とする。 

 

図 5-1① 経営指標の推移（特定環境保全公共下水道事業） 

 
 

 

表 5-1① 経営指標の推移（特定環境保全公共下水道事業） 

 

 

 

 

 

  

（単位：千円）

項目 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

経常収支比率 105.07% 91.57% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00%

経費回収率 60.85% 56.76% 65.46% 68.29% 68.67% 65.41% 65.56% 66.21% 66.11% 65.02% 64.89% 64.39%

下水道使用料 44,435 43,174 45,803 46,244 46,638 47,006 47,030 47,800 48,054 48,261 48,468 48,100
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図 5-1② 経営指標の推移（農業集落排水処理事業） 

 
 

表 5-1② 経営指標の推移（農業集落排水処理事業） 

 

 

 

 

 

  

（単位：千円）

項目 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

経常収支比率 170.33% 131.41% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00%

経費回収率 46.69% 31.47% 32.99% 37.97% 37.19% 36.21% 35.98% 35.23% 34.90% 34.57% 34.35% 33.33%

下水道使用料 5,154 5,008 5,125 5,068 5,011 4,926 4,940 4,883 4,883 4,883 4,897 4,797
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,0

1
9

1
1
,3

0
9

1
1
,2

7
2

1
1
,4

7
8

1
1
,4

5
0

1
1
,2

8
8

(2
)

2
,6

5
8

3
,9

1
1

2
,6

5
8

2
,6

5
7

2
,6

5
7

2
,6

5
7

2
,6

5
9

2
,6

5
8

2
,6

5
8

2
,6

6
0

2
,6

5
9

2
,6

5
9

(D
)

1
4
3
,6

0
4

1
5
1
,2

7
5

1
4
7
,2

2
3

1
4
6
,5

4
7

1
4
7
,7

1
4

1
5
2
,5

9
2

1
5
3
,1

6
8

1
5
4
,2

8
3

1
5
5
,0

0
1

1
5
7
,2

8
7

1
5
8
,2

1
2

1
5
8
,4

4
7

(E
)

7
,2

8
0

△
 1

2
,7

5
0

(F
)

(G
)

3
,5

7
3

45
(H

)
△

 3
,5

7
3

△
 4

5
3
,7

0
7

△
 1

2
,7

9
5

(I
)

3
,7

0
8

△
 9

,0
8
6

△
 9

,0
8
6

△
 9

,0
8
6

△
 9

,0
8
6

△
 9

,0
8
6

△
 9

,0
8
6

△
 9

,0
8
6

△
 9

,0
8
6

△
 9

,0
8
6

△
 9

,0
8
6

△
 9

,0
8
6

(J
)

2
9
,4

2
6

5
0
,3

28
7
1
,5

3
9

7
1
,5

3
9

7
1
,5

39
7
1
,5

3
9

7
1
,5

3
9

7
1
,5

3
9

7
1
,5

3
9

7
1
,5

3
9

7
2
,3

5
6

7
6
,3

1
4

7
,7

0
1

7
,7

0
1

7
,7

0
1

7
,7

0
1

7
,7

0
1

7
,7

0
1

7
,7

0
1

7
,7

0
1

7
,7

0
1

7
,7

0
1

7
,7

0
1

7
,7

0
1

(K
)

1
0
3
,7

5
9

9
5
,8

05
8
9
,9

9
7

8
0
,8

7
1

7
1
,8

78
6
6
,8

4
1

5
9
,3

1
1

5
2
,5

6
9

4
9
,7

0
3

4
6
,3

2
0

4
3
,5

5
5

3
4
,8

0
8

9
3
,4

8
2

8
5
,5

28
7
9
,7

2
0

7
0
,5

9
4

6
1
,6

01
5
6
,5

6
4

4
9
,0

3
4

4
2
,2

9
2

3
9
,4

2
7

3
6
,0

4
4

3
3
,2

7
8

2
4
,5

3
1

8
,6

9
3

8
,6

9
3

8
,6

9
3

8
,6

9
3

8
,6

9
3

8
,6

9
3

8
,6

9
3

8
,6

9
3

8
,6

9
3

8
,6

9
3

8
,6

9
3

8
,6

9
3

( 
I 
)

(A
)-

(B
)

(L
)

(M
)

4
4
,4

6
6

4
3
,1

76
4
5
,8

3
4

4
6
,2

7
5

4
6
,6

69
4
7
,0

3
7

4
7
,0

6
1

4
7
,8

3
1

4
8
,0

8
5

4
8
,2

9
2

4
8
,4

9
9

4
8
,1

3
1

地
方

財
政

法
施

行
令

第
1
5
条

第
１

項
に

よ
り

算
定

し
た

資
金

の
不

足
額

営
業

収
益

－
受

託
工

事
収

益
(A

)-
(B

)

-
1
8
.9

%
-
2
1
.0

%
-
1
9
.8

%
-
1
9
.6

%
-
1
9
.5

%
-
1
9
.3

%
-
1
9
.3

%
-
1
9
.0

%
-
1
8
.9

%
-
1
8
.8

%
-
1
8
.7

%

う
ち

建
設

改
良

費
分

う
ち

一
時

借
入

金
う

ち
未

払
金

累
積

欠
損

金
比

率
（

×
1
0
0

）

流
動

負
債

支
出

計
経

常
損

益
(C

)-
(D

)
特

別
利

益
特

別
損

失
特

別
損

益
(F

)-
(G

)

収 益 的 収 支 当
年

度
純

利
益

（
又

は
純

損
失

）
(E

)+
(H

)
繰

越
利

益
剰

余
金

又
は

累
積

欠
損

金
流

動
資

産
う

ち
未

収
金

収 益 的 収 入

材
料

費

収 益 的 支 出

営
業

費
用

職
員

給
与

費
基

本
給

退
職

給
付

費
そ

の
他

経
費

動
力

費
修

繕
費

支
払

利
息

補
助

金
他

会
計

補
助

金
そ

の
他

補
助

金
長

期
前

受
金

戻
入

そ
の

他

収
入

計
そ

の
他

そ
の

他
減

価
償

却
費

営
業

外
費

用

R
9

R
1
4

R
1
5

R
1
6

R
1
7

R
1
0

R
1
1

R
1
2

R
1
3

営
業

外
収

益

料
金

収
入

受
託

工
事

収
益

そ
の

他

本
年

度

営
業

収
益

表
5
-
1
③
 
収
支
計
画
（
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
）
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（
単

位
：
千

円
）

年
　

　
　

　
　

度
前

々
年

度
前

年
度

区
　

　
　

　
　

分
（

決
算

）
決

算
見

込

１
．

8
0,

30
0

9
0,

80
0

7
6,

20
0

61
,3

1
0

50
,8

9
0

39
,7

1
0

35
,3

4
0

22
,8

6
0

30
,0

7
0

22
,3

7
0

16
,2

5
0

16
,2

5
0

7
0,

20
0

6
6,

40
0

5
0,

50
0

44
,2

0
0

34
,8

0
0

25
,4

0
0

20
,0

0
0

12
,1

0
0

5
,1

0
0

1
,7

0
0

２
．

3
1,

89
0

3
0,

00
0

1
,2

1
2

1
,2

7
7

1
,4

7
4

1
,3

9
8

1
,8

2
6

5
5
2

9
3
4

３
．

４
．

５
．

６
．

７
．

８
．

74
1

80
0

80
0

80
0

80
0

8
0
0

8
0
0

8
0
0

8
0
0

8
0
0

8
0
0

8
0
0

９
．

(A
)

8
1,

04
1

1
2
3,

49
0

1
0
7,

00
0

63
,3

2
2

52
,9

6
7

41
,9

8
4

37
,5

3
8

25
,4

8
6

31
,4

2
2

24
,1

0
4

17
,0

5
0

17
,0

5
0

(B
)

(C
)

8
1,

04
1

1
2
3,

49
0

1
0
7,

00
0

63
,3

2
2

52
,9

6
7

41
,9

8
4

37
,5

3
8

25
,4

8
6

31
,4

2
2

24
,1

0
4

17
,0

5
0

17
,0

5
0

１
．

2,
30

6
3
3,

94
1

3
8,

64
9

20
,9

1
9

19
,8

9
0

18
,1

1
4

19
,1

4
2

14
,5

6
1

28
,7

7
3

24
,4

7
2

20
,0

5
4

20
,0

5
4

２
．

1
0
0,

66
9

9
3,

48
2

8
5,

52
8

79
,7

2
0

70
,5

9
4

61
,6

0
1

56
,5

6
4

49
,0

3
4

42
,2

9
2

39
,4

2
7

36
,0

4
4

33
,2

7
8

３
．

４
．

５
．

(D
)

1
0
2,

97
5

1
2
7,

42
3

1
2
4,

17
7

1
00

,6
3
9

90
,4

8
4

79
,7

1
5

75
,7

0
6

63
,5

9
5

71
,0

6
5

63
,8

9
9

56
,0

9
8

53
,3

3
2

(E
)

2
1,

93
4

3,
93

3
1
7,

17
7

37
,3

1
7

37
,5

1
7

37
,7

3
1

38
,1

6
8

38
,1

0
9

39
,6

4
3

39
,7

9
5

39
,0

4
8

36
,2

8
2

１
．

2
1,

79
2

88
6

1
3,

73
6

35
,4

8
8

35
,7

8
1

36
,1

5
6

36
,5

0
1

36
,8

5
8

37
,1

0
0

37
,6

4
2

37
,2

9
7

34
,5

3
1

２
．

３
．

４
．

14
2

3,
04

7
3,

44
1

1
,8

2
9

1
,7

3
6

1
,5

7
5

1
,6

6
7

1
,2

5
1

2
,5

4
3

2
,1

5
3

1
,7

5
1

1
,7

5
1

(F
)

2
1,

93
4

3,
93

3
1
7,

17
7

37
,3

1
7

37
,5

1
7

37
,7

3
1

38
,1

6
8

38
,1

0
9

39
,6

4
3

39
,7

9
5

39
,0

4
8

36
,2

8
2

(G
)

(H
)

6
2
2,

57
5

6
1
9,

89
3

6
1
3,

76
5

5
98

,2
5
5

5
78

,2
5
1

5
56

,2
6
0

5
34

,9
8
2

5
08

,7
1
2

4
96

,4
0
1

4
79

,2
5
3

4
59

,1
5
6

4
41

,8
0
7

○
他

会
計

繰
入

金
（
単

位
：
千

円
）

年
　

　
　

　
　

度
前

々
年

度
前

年
度

区
　

　
　

　
　

分
（

決
算

）
決

算
見

込

7
2,

69
9

6
1,

63
0

6
7,

39
4

66
,2

6
4

67
,1

0
2

71
,6

4
7

72
,1

9
6

72
,5

2
8

72
,9

7
9

75
,0

4
9

75
,7

5
8

76
,3

4
7

4
2,

66
7

4
1,

49
0

4
3,

25
7

44
,8

2
1

45
,8

5
4

46
,8

1
6

47
,5

2
0

48
,1

6
7

48
,3

7
2

49
,1

2
1

49
,5

6
4

49
,7

7
7

3
0,

03
2

2
0,

14
0

2
4,

13
7

21
,4

4
3

21
,2

4
8

24
,8

3
1

24
,6

7
6

24
,3

6
1

24
,6

0
7

25
,9

2
8

26
,1

9
4

26
,5

7
0

3
1,

89
0

3
0,

00
0

1
,2

1
2

1
,2

7
7

1
,4

7
4

1
,3

9
8

1
,8

2
6

5
5
2

9
3
4

3
1,

89
0

3
0,

00
0

1
,2

1
2

1
,2

7
7

1
,4

7
4

1
,3

9
8

1
,8

2
6

5
5
2

9
3
4

7
2,

69
9

9
3,

52
0

9
7,

39
4

67
,4

7
6

68
,3

7
9

73
,1

2
1

73
,5

9
4

74
,3

5
4

73
,5

3
1

75
,9

8
3

75
,7

5
8

76
,3

4
7

R
1
7

収
益

的
収

支
分

う
ち

基
準

内
繰

入
金

う
ち

基
準

外
繰

入
金

資
本

的
収

支
分

R
1
0

R
1
1

R
1
2

R
1
3

R
1
4

R
1
5

R
9

本
年

度

う
ち

基
準

内
繰

入
金

う
ち

基
準

外
繰

入
金

合
計

R
1
6

資 本 的 収 支 補
塡

財
源

不
足

額
(E

)-
(F

)

他
会

計
借

入
金

残
高

企
業

債
残

高

資
本

的
収

入
額

が
資

本
的

支
出

額
に

不
足

す
る

額
  

  
 　

　
  

  
(D

)-
(C

)

補 塡 財 源

損
益

勘
定

留
保

資
金

利
益

剰
余

金
処

分
額

繰
越

工
事

資
金

そ
の

他

計

(A
)の

う
ち

翌
年

度
へ

繰
り

越
さ

れ
る

支
出

の
財

源
充

当
額

純
計

(A
)-

(B
)

資 本 的 支 出

建
設

改
良

費

う
ち

職
員

給
与

費

企
業

債
償

還
金

他
会

計
長

期
借

入
返

還
金

他
会

計
へ

の
支

出
金

資 本 的 収 入

そ
の

他

計

他
会

計
借

入
金

国
（

都
道

府
県

）
補

助
金

固
定

資
産

売
却

代
金

工
事

負
担

金

計

そ
の

他

R
1
4

R
1
5

R
1
6

他
会

計
負

担
金

R
1
7

企
業

債

う
ち

資
本

費
平

準
化

債

他
会

計
出

資
金

他
会

計
補

助
金

本
年

度
R

9
R

1
0

R
1
1

R
1
2

R
1
3
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（
単

位
：
千

円
，

％
）

年
　

　
　

　
　

　
度

前
々

年
度

前
年

度

区
　

　
　

　
　

　
分

（
決

算
）

決
算

見
込

１
．

(A
)

5
,1

5
4

5
,0

0
8

5
,1

2
5

5
,0

6
8

5
,0

1
1

4
,9

2
6

4
,9

4
0

4
,8

8
3

4
,8

8
3

4
,8

8
3

4
,8

9
7

4
,7

9
7

(1
)

5
,1

5
4

5
,0

0
8

5
,1

2
5

5
,0

6
8

5
,0

1
1

4
,9

2
6

4
,9

4
0

4
,8

8
3

4
,8

8
3

4
,8

8
3

4
,8

9
7

4
,7

9
7

(2
)

(B
)

(3
)

２
．

4
5
,3

4
7

4
0
,2

18
2
8
,3

5
0

2
6
,0

0
6

2
6
,1

34
2
6
,3

6
5

2
6
,5

6
1

2
6
,8

2
9

2
7
,0

4
2

2
7
,2

5
7

2
7
,4

5
7

2
7
,7

7
4

(1
)

3
3
,6

8
8

2
8
,5

59
1
6
,9

5
4

1
4
,6

1
0

1
4
,7

24
1
4
,9

3
1

1
5
,0

8
9

1
5
,3

1
7

1
5
,4

8
9

1
5
,6

6
4

1
5
,8

2
5

1
6
,1

0
1

3
3
,6

8
8

2
8
,5

59
1
6
,9

5
4

1
4
,6

1
0

1
4
,7

24
1
4
,9

3
1

1
5
,0

8
9

1
5
,3

1
7

1
5
,4

8
9

1
5
,6

6
4

1
5
,8

2
5

1
6
,1

0
1

(2
)

1
1
,6

5
9

1
1
,6

59
1
1
,3

9
6

1
1
,3

9
6

1
1
,4

10
1
1
,4

3
4

1
1
,4

7
2

1
1
,5

1
2

1
1
,5

5
3

1
1
,5

9
3

1
1
,6

3
2

1
1
,6

7
3

(3
)

(C
)

5
0
,5

0
1

4
5
,2

26
3
3
,4

7
5

3
1
,0

7
4

3
1
,1

45
3
1
,2

9
1

3
1
,5

0
1

3
1
,7

1
2

3
1
,9

2
5

3
2
,1

4
0

3
2
,3

5
4

3
2
,5

7
1

１
．

2
7
,8

2
4

3
2
,3

52
3
2
,3

2
4

3
0
,1

3
4

3
0
,3

41
3
0
,5

5
0

3
0
,7

6
0

3
0
,9

7
2

3
1
,1

8
5

3
1
,3

9
9

3
1
,6

1
4

3
1
,8

3
1

(1
)

(2
)

1
0
,2

9
8

1
4
,8

26
1
4
,7

9
8

1
2
,6

0
8

1
2
,7

33
1
2
,8

6
1

1
2
,9

8
9

1
3
,1

1
9

1
3
,2

5
0

1
3
,3

8
2

1
3
,5

1
6
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5-2．収支計画のうち投資について 

   特定環境保全公共下水道事業では、面整備から維持管理に重点を置き、管渠施設等の長寿命

化を図る。 

   管渠等の改築・修繕等による支出を毎年度 6,000 千円～7,000 千円程度を見込んでいる。 

また、香川県流域下水道に係る建設負担金について、県の見込みの負担金に対して本町分 9.4%

を見込んでいる。 

 

   農業集落排水処理事業では、施設の維持管理に重点を置く。 

   施設の改築・修繕等による支出を毎年度 5,000 千円程度見込んでいる。 

 

5-3．収支計画のうち財源について 

   特定環境保全公共下水道事業では、使用料収入に係る有収率について、量水器の設置や誤接

続の改善等により、計画期間内に 90.3%を目標としている。 

   使用料収入について、人口減少の影響は受けつつも、有収率、水洗化率の向上を見込み、「使

用料収入の見通し」での数値としている。 

繰入金について、分流式下水道等に要する経費、流域下水道に係る臨時措置分、公営企業会

計適用に係る基準内繰入を見込んでいる。 

起債について、資本費平準化債を可能な範囲で発行し、建設改良に係るものとして、流域下

水道の建設負担金、工事請負費の 50%を見込んでいる。 

 

   農業集落排水処理事業では、使用料収入に係る有収率 100%の維持を目標とする。 

   使用料収入について、有収率 100%を見込み、「使用料収入の見通し」での数値としている。 

繰入金について、分流式下水道等に要する経費に係る基準内繰入を見込んでいる。 

補助について、建設改良の 50%を見込んでいる。 

 

5-4．収支計画のうち投資以外の経費について 

①職員給与費に関する事項 

    直近の予算額を基準に、賃金上昇率を反映した見込みとしている。 

賃金上昇率については、内閣府から公表されている賃金上昇率の過去投影ケースを反映して

いる。 

 

②動力費に関する事項 

    令和 6 年度決算値に、物価上昇率を反映した見込みとしている。 

物価上昇率については、内閣府から公表されている消費者物価指数の過去投影ケースを反映

している（以下、同様）。 
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③修繕費に関する事項 

    令和 7 年度予算額に、物価上昇率を反映した見込みとしている。 

 

④薬品費に関する事項 

    令和 7 年度予算額に、物価上昇率を反映した見込みとしている。 

 

⑤委託費に関する事項 

    過年度の平均値等を基準に、物価上昇率を反映した見込みとしている。 

 

⑥その他 

    維持管理に係る流域負担金については、県の計画資料の単価に、本町の水量を乗じた金額

を見込んでいる。 

 

表 5-4 物価上昇率、賃金上昇率の計数表 

 

（出典：中長期の経済財政に関する試算（令和７年８月７日） 内閣府） 

 

5-5．収支ギャップの解消検討 

   特定環境保全公共下水道事業の収支ギャップについては、使用料収入の水洗化率上昇、有収

率上昇を見込んでおり、各年度に基準外繰入金はありつつも、経常収支比率 100%を見込んでい

る。また経費回収率について向上させる見込みのため、解消の検討はしていない。 

   農業集落排水処理事業については、いずれは公共との統合を見込んでおり、現状維持を予定

し、経常収支比率 100%を見込んでいる。 
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表 5-5① ロードマップ（特定環境保全公共下水道事業） 

 

 

表 5-5② ロードマップ（農業集落排水処理事業） 

 

 

  

本年度

R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

量⽔器
接続促進

誤接続の改善
等

改定検討

農集との統合
検討

経費削減

経営戦略 改定

経費回収率 56.8% 65.5% 68.3% 68.7% 65.4% 65.6% 66.2% 66.1% 65.0% 64.9% 64.4%

経常収⽀⽐率 91.6% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

項⽬
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業績⽬標
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使⽤料

本年度
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有収率100%
維持
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検討

経費削減

経営戦略 改定

経費回収率 31.5% 33.0% 38.0% 37.2% 36.2% 36.0% 35.2% 34.9% 34.6% 34.4% 33.3%

経常収⽀⽐率 131.4% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

項⽬
経営戦略計画期間

使⽤料

その他
経営改善

業績⽬標
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６．検討予定の取組の整理 

 

表 6① 今後の投資についての考え方・検討状況 

項目 内容 

広域化・共同化・最適化に 

関する事項 

特定環境保全公共下水道事業と、農業集落排水処理事業との統合を検討

している。 

投資の平準化に関する事項 面整備による投資については、資本費平準化債による平準化を図ってい

る。 

民間活力の活用に関する事項 該当無し。 

その他の取組 該当無し。 

 

表 6② 今後の財源についての考え方・検討状況 

項目 内容 

使用料の見直しに関する事項 農業集落排水の統合時期に併せて使用料の見直しを検討しており、他の汚

水処理料金と公平な負担となるよう配慮するとともに適正な料金の改定を考

えている。 

資産活用による収入増加の取

組について 

該当資産が無いため、実施していない。 

その他の取組 該当無し。 

 

表 6③ 投資以外の経費についての考え方・検討状況 

項目 内容 

民間活力の活用に関する事項 導入を予定していないが、今後他団体の取組状況を参考にしながら検討を

行う。 

職員給与費に関する事項 現在の職員数は２名であり、経営するには必要最低数であり減数は難しいと

考える。 

動力費に関する事項 動力費は処理場にかかる電力料だけであり、削減することは困難であると

考えている。 

薬品費に関する事項 薬品費は、汚泥低減剤の購入費であり購入業者は毎年入札により決定し、

必要量を年に数回購入している。今後は、有収水量の減少により汚泥低減

剤も徐々に減らせる状況になれば、薬品の購入量を抑えて経費節減を図

る。 

修繕費に関する事項 管渠及びマンホールポンプの長寿命化を図るため、計画的に維持管理を実

施する。 

委託費に関する事項 経費削減につながる近隣団体との共同発注等が可能な委託について検討

を行う。 

その他の取組 該当無し。 



 

24 

 

７．事後検証、改定方法の検討 

  定期的に進捗管理を実施するとともに中間年度である５年ごとに見直しを図る。その結果を基

に将来の方針を決定し、経営に反映させることで健全化を目指す。 

 

 

８．経営戦略改定案の策定 

  総務省様式で策定した経営戦略改定案を別紙参照とする。 

 


